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災害からの復旧・復興の早期実現

「選ばれる都市、東広島」の実現

平成31年第１回定例会　議案の概要

第１回定例会

議決した案件
●条例案…41件　●予算案…30件　●承認案…２件　●諮問…11件

●同意案…１件　●その他…14件　●議員提出議案…１件
（●全会一致可決…67件　●賛成多数可決…33件）

Pick Up

平
成
31
年
度

一
般
会
計
予
算
を
可
決

　
「
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
早
期
実
現
」
と
「
選
ば
れ
る
都
市
、
東
広
島
」
の

実
現
に
向
け
た
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
た
一
般
会
計
8
2
2
億
8
，
0
0
0
万
円
（
前

年
度
比
18
・
2
％
増
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

◎災害復旧・被災者支援等　　　総額69.4億円
　・公共施設等の災害復旧 6,300,143千円
　・急傾斜地対策 405,274千円
　・災害廃棄物の処理 166,606千円
　・被災者支援 65,996千円

◎災害からの復興と災害に強いまちづくり（災害支援寄付金）
　　　　　　　　　　　　　　　総額1.2億円
　・防災・減災対策 82,804千円
　・復興イベント 5,377千円
　・被災者支援（再掲） 5,026千円
　・公園施設等の復旧（再掲） 29,360千円

◎５つの視点と12の重点施策　　 総額67.8億円
　・仕事づくり 424,684千円
　・暮らしづくり 1,047,797千円
　・人づくり 1,867,277千円
　・活力づくり 2,932,437千円
　・安心づくり 503,509千円

12
の
重
点
施
策

○
仕
事
づ
く
り

　

・ 

産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

と
雇
用
の
創
出

　

・ 

農
林
水
産
業
の
生
産
性
と
ブ
ラ

ン
ド
力
の
向
上

　

・ 

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
魅
力

あ
る
観
光
地
づ
く
り
の
推
進

○
暮
ら
し
づ
く
り

　

・ 

魅
力
あ
る
住
環
境
の
形
成

　

・ 

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利

便
性
向
上

　

・ 

市
民
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
共
生

社
会
の
実
現

○
人
づ
く
り

　

・ 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
と
教
育

環
境
の
向
上

　

・ 

人
と
人
が
つ
な
が
る
豊
か
な
東

広
島
ラ
イ
フ
の
促
進

○
活
力
づ
く
り

　

・ 

活
力
を
生
み
出
す
拠
点
の
整
備

　

・ 

交
流
・
連
携
を
支
え
る
交
通
基

盤
の
整
備

○
安
心
づ
く
り

　

・ 

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

ら
れ
る
環
境
の
整
備

　

・ 

地
域
医
療
体
制
の
整
備
促
進
と

健
康
寿
命
の
延
伸
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Select.2

Select.1
〈
議
案
第
30
号
〉

東
広
島
市
障
害
者
の
意
思
疎
通
手
段
の

確
保
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

様
々
な
障
害
者
の
意
思
疎
通
手
段
の
確
保
な
ど
に
関
す
る
施
策
の
推
進
を
図
る

た
め
、
そ
の
基
本
理
念
を
定
め
る
と
と
も
に
、
市
・
市
民
・
事
業
者
の
責
務
な
ど
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
東
広
島
市
障
害
者
の
意
思
疎
通
手
段
の
確
保
等
に

関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
31
号
〉

東
広
島
市
手
話
言
語
の
認
識
の

普
及
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

手
話
に
関
す
る
認
識
の
普
及
に
関
す
る
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、
そ
の
基
本

理
念
を
定
め
る
と
と
も
に
、
市
・
市
民
及
び
事
業
者
の
責
務
そ
の
他
必
要
な
事
項

を
定
め
る
た
め
、
東
広
島
市
手
話
言
語
の
認
識
の
普
及
に
関
す
る
条
例
（
通
称
「
手

話
言
語
条
例
」）
を
制
定
し
ま
し
た
。

◎
条
例
に
つ
い
て

○
基
本
理
念

　

全
て
の
者
が
障
害
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
必
要
に
応
じ
て
情
報
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、

円
滑
に
意
思
疎
通
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
社
会
環
境
の
整
備
が
図
ら

れ
る
こ
と
。

　

障
害
者
及
び
そ
の
他
の
者
が
互

い
の
人
格
及
び
個
性
を
尊
重
し
、

必
要
な
配
慮
が
的
確
に
な
さ
れ
る

こ
と
。

○
市
の
責
務

　

基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
障
害

の
特
性
に
応
じ
た
意
思
疎
通
手
段

の
確
保
等
に
関
す
る
施
策
を
実
施

す
る
。

○
市
民
の
責
務

　

意
思
疎
通
手
段
の
確
保
等
に
関

す
る
市
の
施
策
に
協
力
す
る
よ
う

努
め
る
。

○
事
業
者
の
責
務

　

基
本
理
念
を
踏
ま
え
、
意
思
疎

通
手
段
の
確
保
等
に
関
す
る
市
の

施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
と

と
も
に
、
障
害
者
が
障
害
の
特
性

に
応
じ
た
意
思
疎
通
手
段
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
合
理
的
な
配
慮
を
行
う
よ

う
努
め
る
。

◎
条
例
に
つ
い
て

○
基
本
理
念

　

手
話
に
関
す
る
認
識
の
普
及
に

関
す
る
施
策
は
、全
て
の
者
が
自
ら

の
選
択
し
た
手
話
を
含
む
言
語
に

よ
り
意
思
の
疎
通
を
図
る
権
利
を

有
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、そ
の
権
利

を
尊
重
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
。

○
市
の
責
務

　

手
話
に
関
す
る
認
識
の
普
及
に

関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
。

○
市
民
の
責
務

　

基
本
理
念
を
踏
ま
え
、
市
の
施

策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
。

○
事
業
者
の
責
務

　

基
本
理
念
を
踏
ま
え
、
市
の
施

策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
と
と

も
に
、
従
業
者
に
対
す
る
研
修
そ

の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う

努
め
る
。

○
条
例
で
定
め
ら
れ
た
事
項

　

・ 

手
話
に
関
す
る
認
識
の
普
及
を

図
る
た
め
の
方
策

　

・ 

手
話
に
よ
る
意
思
の
疎
通
の
た
め

の
知
識
の
習
得
の
機
会
の
提
供

　

・ 

手
話
通
訳
者
の
育
成
や
処
遇
の

改
善

　

・ 

市
民
が
幼
児
期
か
ら
手
話
に
関

心
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
学
習
の
振
興
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Select.4

Select.3
〈
議
案
第
32
号
〉

有ゆ
う
が
い害

獣じ
ゅ
う

処
理
加
工
施
設
が
設
置
さ
れ
ま
す

　

農
作
物
、
農
地
等
に
対
す
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
捕
獲
さ
れ
た
動
物
の
食
肉

と
し
て
の
活
用
に
資
す
る
た
め
の
有
害
獣
処
理
加
工
施
設
を
設
置
し
、
そ
の
管
理

運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

〈
議
案
第
33
号
〉

新
し
い
市
立
美
術
館
が
設
置
さ
れ
ま
す

　

現
在
新
た
に
建
設
中
の
新
美
術
館
に
お
け
る
業
務
の
範
囲
と
管
理
運
営
に
関
し
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、「
新
東
広
島
市
立
美
術
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

◎
主
な
条
例
の
内
容

　
○
新
美
術
館
の
主
な
業
務

　

・ 

美
術
品
等
を
収
集
し
、
保
管
し
、

展
示
し
て
市
民
に
対
し
て
質
の

高
い
美
術
品
等
を
鑑
賞
す
る
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
。

　

・ 

美
術
に
関
す
る
講
演
会
や
講
座

等
を
開
催
し
、
美
術
に
関
す
る

知
識
の
探
求
や
作
品
の
創
造
な

ど
、
市
民
の
生
き
が
い
や
心
の

豊
か
さ
に
資
す
る
美
術
に
関
す

る
業
務
。

　
○
開
館
時
間

　
　

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

　
○
休
館
日

　
　

  

月
曜
日
と
12
月
28
日
か
ら
翌
年

の
1
月
4
日
ま
で

　
○
観
覧
料

　
　
　

一
般　
　

300
円

　
　
　

大
学
生　

200
円

　
　
　

高
校
生
以
下　

無
料

　
　

※
20
人
以
上
の
団
体
利
用

　
　
　

一
般　
　

240
円

　
　
　

大
学
生　

160
円

　
○
位
置

　
　

西
条
栄
町
9
番
1
号

◎
主
な
条
例
の
内
容

　

①
有
害
獣
処
理
加
工
施
設

　
　

  

捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
な
ど
の
特
定
動
物
の
解

体
、
処
理
及
び
食
肉
へ
の
加
工

に
関
す
る
業
務
を
行
う
。

　

②
利
用
に
つ
い
て

　
　

  

市
民
の
方
は
次
の
期
間
に
お
い

て
、捕
獲
し
た
特
定
動
物
を
洗
浄

す
る
た
め
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

　

○ 

「
狩
猟
期
間
」
…
狩
猟
者
登
録

を
受
け
て
い
る
方
。

　

○ 

「
狩
猟
期
間
以
外
の
期
間
」
…

鳥
獣
の
捕
獲
等
の
許
可
を
受
け

て
い
る
方
。

　

③
利
用
料
金

　
　

  
特
定
動
物
1
頭
に
つ
き
460
円
の

範
囲
内

　

④
位
置

　
　

豊
栄
町
鍛
冶
屋
2
7
3
番
地
4
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Select.6

Select.5
〈
議
案
第
50
号
〉

休
日
診
療
所
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

東
広
島
市
休
日
診
療
所
の
診
療
科
目
、
診
療
日
及
び
診
療
時
間
の
臨
時
の
変
更

に
関
す
る
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め
、
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

〈
議
案
第
55
号
〉

企
業
立
地
促
進
条
例
及
び
産
業
集
積

促
進
条
例
の
一
部
改
正

　

設
備
投
資
を
積
極
的
に
行
う
既
存
の
企
業
に
対
す
る
助
成
措
置
の
内
容
を
改
定

し
ま
し
た
。

◎
主
な
改
正
内
容

　
企
業
誘
致
促
進
条
例

　

① 

工
場
等
の
新
設
又
は
増
設
に
係

る
要
件
に
つ
い
て
、
開
発
行
為

に
係
る
面
積
を
7
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
か
ら
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上

へ
緩
和
。

　

② 

工
場
の
投
下
固
定
資
産
総
額
の

下
限
を
5
，
0
0
0
万
円
以
上
か

ら
3
，
0
0
0
万
円
以
上
に
緩
和
。

　

③ 
新
規
雇
用
に
関
す
る
要
件
に
つ

い
て
、
操
業
開
始
日
に
お
け
る

従
業
員
数
を
10
年
間
維
持
す
る

こ
と
が
確
実
に
認
め
ら
れ
る
も

◎
主
な
改
正
内
容

　

市
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
に
次
の
2
項
目
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

①
診
療
科
目
の
変
更

　

②
診
療
時
間
の
変
更
や
休
診

○
条
例
改
正
の
経
緯

　

医
師
会
か
ら
、
皇
位
継
承
に
伴

う
10
連
休
に
際
し
、「
自
院
の
患

者
の
フ
ォ
ロ
ー
が
難
し
く
な
る
」

な
ど
の
懸
案
か
ら
、
自
院
で
の
診

療
を
数
日
程
度
考
え
て
い
る
会
員

も
多
く
、
休
日
診
療
所
に
供
給
す

る
医
師
が
不
足
す
る
こ
と
か
ら
、

「
在
宅
当
番
で
の
運
用
を
で
き
な

い
か
」
と
打
診
が
あ
っ
た
。
医
療

資
源
に
は
限
り
が
あ
り
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
著
し
い
低
下
に
つ
な

が
ら
な
い
と
判
断
し
て
、
医
師
会

の
意
向
に
沿
う
形
で
条
例
改
正
を

行
っ
た
。

の
と
す
る
。

　

④ 

工
場
等
の
更
新
に
係
る
投
下
固

定
資
産
総
額
の
要
件
を
5
億
円

以
上
か
ら
3
，
0
0
0
万
円
以

上
に
緩
和
。

　

⑤ 

工
場
等
の
更
新
に
伴
う
新
規
常

用
従
業
者
を
、
新
た
に
雇
用
助

成
金
の
対
象
と
す
る
。

　
産
業
集
積
促
進
条
例

　

① 

助
成
金
の
額
を
「「
固
定
資
産

税
相
当
額
に
100
分
の
25
を
乗
じ

て
得
た
額
」
に
引
き
上
げ
。

　

② 

交
付
期
間
を
1
年
か
ら
3
年
に

延
長
。

東広島市休日診療所
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議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対

議案番号▶ 議
案
第
33
号

議
案
第
35
号

議
案
第
37
号

議
案
第
41
号

議
案
第
44
〜
49
号

議
案
第
51
〜
60
号

議
案
第
62
号

議
案
第
64
号

議
案
第
66
〜
69
号

議
案
第
79
号

議
案
第
84
〜
86
号

議
案
第
97
〜
99
号

会派名 議員名

威 信 会

重光　秋治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮川　誠子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

杉原　邦男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高橋　典弘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

牧尾　良二 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議

創 志 会

岡田　育三 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大道　博夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

玉川　雅彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

奥谷　　求 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

創 生 会

岩崎　和仁 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

坪井　浩一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

加藤　祥一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鈴木　利宏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高 志 会

大谷　忠幸 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

乗越　耕司 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中平　好昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

梶谷　信洋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

清 新 の 会

貞岩　　敬 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北林　光昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

重森佳代子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

池田　隆興 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公 明 党

加根　佳基 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

竹川　秀明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小川　宏子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市民クラブ

中川　　修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石原　賢治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

赤木　達男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本共産党 谷　　晴美 × × × × × × × × × × × ×

守 東 会 山下　　守 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本
会
議
の
討
論

● 

議
案
第
31
号（
手
話
言
語
の
認

識
の
普
及
に
関
す
る
条
例
の
制
定
）

賛
成

 

小
川
宏
子
議
員

　

本
条
例
の
制
定
が
、
手
話
へ
の
さ

ら
な
る
理
解
、
普
及
啓
発
に
つ
な

が
っ
て
い
く
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
賛
成
す
る
。

● 

議
案
第
33
号（
新
東
広
島
市
立
美
術
館

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

新
美
術
館
の
観
覧
料
の
改
定
案
が

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
市
民
に
負
担

増
と
な
る
た
め
反
対
す
る
。

賛
成

 

重
光
秋
治
議
員

　

本
議
案
は
、
本
市
の
文
化
発
展
を

図
る
た
め
の
条
例
制
定
に
よ
る
も
の

で
、
料
金
に
つ
い
て
も
基
本
設
計
、

実
施
設
計
時
に
十
分
な
論
議
が
な
さ

れ
て
い
る
。



市議会だより　2019.6page.27

平成31年第１回定例会　議案の審査経過

● 

議
案
第
35
号（
行
政
手
続
き
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
差
し
止
め
裁
判
が

提
訴
さ
れ
る
な
ど
、
国
民
の
不
安
は

広
が
っ
て
い
る
。
市
は
、
国
に
対
し

て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
廃
止
を
求

め
る
べ
き
。

賛
成

 

高
橋
典
弘
議
員

　

事
務
に
当
た
っ
て
は
、
条
例
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
こ
の
適
用

が
さ
れ
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関

し
て
も
、
し
っ
か
り
と
情
報
が
管
理

さ
れ
る
よ
う
な
形
に
な
っ
て
お
り
、

何
ら
支
障
は
な
い
。

● 

議
案
第
37
号（
附
属
機
関
の
設

置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
具
体
的
な
節
約
金

額
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
事
例
に
お

い
て
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
問

題
が
あ
る
中
、
慎
重
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
本

質
と
向
き
合
う
べ
き
と
考
え
反
対
。

賛
成

 

高
橋
典
弘
議
員

　

大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
停

滞
す
る
こ
と
な
く
、
住
民
の
福
祉
の

向
上
の
た
め
に
業
務
を
行
っ
て
い
く

た
め
の
財
源
と
い
う
の
は
、
非
常
に

厳
し
く
な
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
含
め
た

※
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

● 

議
案
第
41
・
44
〜
49
・
51
・
52
・

54
・
56
〜
60
・
62
・
64
・
66
〜
69

号（
地
方
税
法
及
び
消
費
税
法
の
一

部
改
正
に
伴
う
条
例
の
一
部
改
正
）

反
対
 

谷　

晴
美
議
員

　

消
費
税
増
税
に
係
る
使
用
料
を
改

定
す
れ
ば
、
使
用
料
が
実
質
引
き
上

げ
と
な
り
、
市
民
生
活
に
跳
ね
返
り

ニ
ー
ズ
を
遠
ざ
け
る
こ
と
に
な
る
。

● 

議
案
第
44
号
（
地
域
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
）

賛
成

 

宮
川
誠
子
議
員

　

消
費
税
増
税
に
つ
い
て
は
国
が
決

定
さ
れ
る
も
の
で
、
地
方
議
会
は
そ

れ
を
ど
う
に
も
で
き
な
い
。
今
回
の

一
連
の
使
用
料
改
定
案
は
、
施
設
を

管
理
す
る
維
持
経
費
に
お
い
て
も
当

然
に
消
費
税
が
上
乗
せ
さ
れ
る
た
め

仕
方
な
く
改
定
す
る
と
い
う
中
身
で

あ
る
。

● 

議
案
第
49
号（
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正
）

賛
成

 

岩
崎
和
仁
議
員

　

東
広
島
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
福
祉
に
と
っ
て
必
要
な
利
用

者
の
ほ
と
ん
ど
の
方
た
ち
が
減
免
を

受
け
て
お
ら
れ
る
。
実
質
使
わ
れ
て

い
る
方
た
ち
の
利
用
に
は
、
反
対
討

論
で
あ
っ
た
よ
う
な
こ
と
は
起
こ
り

得
な
い
。

● 

議
案
第
51・52・66
〜
69
号（
手
数
料

条
例
の
一
部
改
正
、津
江
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー・
創
作
村・
市
民
体
育
施
設・
グ
リ
ー

ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー・
芸
術
文
化
ホ
ー

ル
の
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正
）

賛
成

 

重
光
秋
治
議
員

　

本
議
案
は
、
国
の
消
費
税
法
改
定

に
基
づ
い
た
自
動
的
な
事
務
で
、
速

や
か
に
事
務
処
理
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
判
断
し
、
賛
成
す
る
。

●
議
案
第
59
号

　
（
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
）

賛
成

 

加
藤
祥
一
議
員

　

野
球
を
す
る
人
の
た
め
に
、
ま
た
、

一
般
利
用
者
の
た
め
の
多
目
的
広
場

と
し
て
か
な
り
活
用
が
見
込
ま
れ
る

施
設
で
あ
る
。
こ
う
い
う
施
設
に
つ

い
て
は
、
も
っ
と
普
及
し
て
い
き
た

い
と
い
う
観
点
か
ら
賛
成
と
す
る
。

● 

議
案
第
53
号
（
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

国
民
健
康
保
険
税
は
他
の
保
険
と

比
べ
、
負
担
率
が
大
き
く
、
世
帯
割
、

均
等
割
が
低
所
得
者
に
重
く
の
し
か

か
っ
て
い
る
。
基
金
を
活
用
し
、
世

帯
割
、
均
等
割
を
軽
減
す
べ
き
と
判

断
し
、
反
対
と
す
る
。

賛
成

 

重
光
秋
治
議
員

　

今
回
、
税
率
が
改
正
さ
れ
、
持
続

可
能
な
医
療
保
険
制
度
の
確
立
が
図

ら
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
し
、
賛
成

と
す
る
。

※［用語解説］ＰＰＰ（public private partnershi：パブリック・プライベート・パートナーシップ）
　　　　　　　公的部門による社会資本の整備・運営を公共と民間の協力により効率化しようという政策手法。
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● 

議
案
第
55
号（
企
業
立
地
促
進
条
例

及
び
産
業
集
積
促
進
条
例
の
一
部
改
正
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

平
成
30
年
7
月
の
豪
雨
災
害
の
教

訓
を
東
広
島
市
に
生
か
す
こ
と
が
大

切
で
、
既
存
の
産
業
、
特
に
第
1
次

産
業
を
本
市
の
基
幹
産
業
と
し
て
守

り
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
先
決
だ
と
判

断
し
て
反
対
す
る
。

賛
成

 

宮
川
誠
子
議
員

　

本
議
案
は
、市
内
既
存
企
業
の
投

資
促
進
の
た
め
、要
件
の
緩
和
を
図

り
、助
成
金
の
増
額
を
す
る
も
の
で

あ
る
。税
収
を
財
源
と
し
て
、教
育
福

祉
そ
の
他
の
仕
事
が
で
き
る
わ
け
で

あ
り
、活
発
な
産
業
の
促
進
を
図
っ

て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。特
に
、

今
回
は
中
小
の
と
こ
ろ
の
小
規
模
な

設
備
投
資
も
助
成
し
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
な
の
で
、賛
成
と
す
る
。

賛
成

 

高
橋
典
弘
議
員

　

本
市
が
進
め
て
い
る
、
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
事
業
、
こ
の
国
の

進
め
る
地
方
創
生
の
有
効
な
施
策
で

あ
る
と
判
断
す
る
。
税
収
入
は
も
ち

ろ
ん
、
こ
う
い
っ
た
設
備
投
資
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
好
循

環
に
つ
な
が
っ
て
く
る
も
の
と
確
信

す
る
。
反
対
す
る
理
由
に
全
く
理
解

を
い
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

●
議
案
第
79
号

　
（
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

①
待
機
児
童
対
策
の
た
め
の
、
円

城
寺
保
育
所
の
民
営
化
に
反
対
。
②

一
部
の
進
出
企
業
偏
重
頼
み
か
ら
脱

皮
し
、
持
続
可
能
な
経
済
対
策
を
講

じ
る
べ
き
。
③
廃
棄
物
処
理
対
策
で

は
、
製
造
段
階
か
ら
の
発
生
抑
制
、

分
別
収
集
の
徹
底
、
使
用
料
の
改
定

な
ど
事
業
系
に
こ
そ
求
め
る
べ
き
。

賛
成

 

宮
川
誠
子
議
員

　

当
初
予
算
に
は
、
平
成
30
年
7
月

の
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
復
興
の
た

め
の
予
算
や
、
ｆ‒

Ｂ
ｉ
ｚ
方
式
の

創
業
支
援
、
既
存
の
中
小
企
業
の
支

援
策
な
ど
を
含
め
た
重
点
施
策
が
組

ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
ぜ
ひ
と
も
早

急
に
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

● 

議
案
第
84
号（
平
成
31
年
度

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

協
会
け
ん
ぽ
並
み
に
保
険
税
を
引

き
下
げ
る
た
め
に
、
市
と
し
て
も
基

金
を
取
り
崩
し
対
応
す
べ
き
。

● 

議
案
第
85
号（
平
成
31
年
度
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

消
費
税
増
税
で
福
祉
の
増
進
ど
こ

ろ
か
後
退
す
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
、
低
所
得
者
へ
の
負
担
軽
減

が
な
く
な
る
事
態
と
な
る
こ
と
に
強

く
反
対
す
る
。

● 

議
案
第
86
号
（
平
成
31
年

度
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者

300
人
余
へ
の
対
応
が
必
要
な
の
に
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
、
建

設
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
冷

た
い
行
政
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

● 

議
案
第
97
・
98
号（
平
成
31
年
度

水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
会
計
予
算
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

水
道
広
域
化
よ
り
も
災
害
時
に
対

応
で
き
る
よ
う
人
員
を
確
保
す
べ
き

で
あ
り
、
反
対
す
る
。

● 

議
案
第
99
号（（
平
成
31
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

（
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
））

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

中
小
零
細
業
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス
の

導
入
で
、
161
万
業
者
が
廃
業
す
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る
中
、
一
時
的
な
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
よ
り
、

消
費
税
増
税
を
中
止
す
る
こ
と
が
低

所
得
者
対
策
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

賛
成

 

加
根
佳
基
議
員

　

こ
れ
は
地
域
に
お
け
る
消
費
の
喚

起
及
び
下
支
え
を
行
い
、
さ
ら
に
は

低
所
得
者
及
び
子
育
て
世
帯
向
け
の

効
果
の
あ
る
事
業
で
あ
り
、
賛
成
す

る
。



市議会だより　2019.6page.29

平成31年第１回定例会　委員会審査概要

委
員
会
審
査
概
要

総
務
委
員
会

● 

議
案
第
37
号
（
附
属
機
関
の
設
置

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

　
　
　
　

東
広
島
市
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者

選
定
委
員
会
は
、
今
後
継
続

し
て
設
置
し
て
お
く
も
の
か
。

　
　
　
　

恒
常
的
な
設
置
を
考
え
て

い
る
。

　
　
　
　

廃
止
さ
れ
る
生
涯
学
習
推

進
会
議
の
内
容
は
、
統
合
さ

れ
る
社
会
教
育
会
議
に
お
い
て
し
っ

か
り
と
継
承
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　

事
業
を
縮
小
す
る
と
い
っ

た
こ
と
で
は
な
く
、
生
涯
学

習
事
業
は
健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど
に

も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

QＡQＡ

文
教
厚
生
委
員
会

● 

議
案
第
17
号
（
財
産
の
取
得
（
川

上
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
用
に
供

す
る
土
地
））

　
　
　
　

取
得
に
当
た
り
、
住
民
へ

の
説
明
会
は
開
催
し
た
の
か
。

　
　
　
　

川
上
小
学
校
区
住
民
自
治

協
議
会
の
役
員
会
に
お
い
て
、

現
在
の
状
況
、
今
後
の
予
定
に
つ
い

て
説
明
を
し
て
い
る
。
現
在
、
基
本

設
計
を
行
っ
て
お
り
、
基
本
設
計
が

あ
る
程
度
で
き
た
段
階
で
地
元
説
明

会
の
実
施
を
考
え
て
い
る
。

QＡ

市
民
経
済
委
員
会

● 

議
案
第
32
号
（
東
広
島
市
有
害
獣

処
理
加
工
施
設
設
置
及
び
管
理
条

例
の
制
定
）

　
　
　
　

使
用
料
1
頭
460
円
の
根
拠

は
何
か
。

　
　
　
　

高
温
・
高
圧
洗
浄
機
の
使

用
に
係
る
実
費
相
当
額
で
あ

る
。

　
　
　
　

稼
働
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

条
例
制
定
後
、
指
定
管
理

者
の
公
募
、
協
定
の
締
結
等

を
行
い
、
夏
あ
る
い
は
秋
に
は
施
設

稼
働
を
予
定
し
て
い
る
。

QＡQＡ

建
設
委
員
会

● 

議
案
第
59
号（
東
広
島
市
都
市
公
園

条
例
の
一
部
改
正（
東
広
島
運
動
公

園
に
野
球
練
習
場
を
設
置
等
））

　
　
　
　

野
球
練
習
場
の
規
模
と
イ

メ
ー
ジ
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

　
　
　
　

規
模
は
、
面
積
が
約
3
，

4
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

利
用
に
つ
い
て
は
、
隣
接
し
て
い
る

野
球
場
に
あ
わ
せ
て
練
習
で
き
る
よ

う
に
つ
く
っ
て
い
る
が
、
多
目
的
で

も
利
用
で
き
る
。

QＡ

東広島運動公園　野球練習場


